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不規則合金の真の原子配置を求める

　タイトルの「不規則合金」は Fe や Ni 等の異種の金属原子がランダムに配置した合金構造を指します。それぞれ
の金属原子が結晶学的に決まったサイトを占めれば規則合金になります。長距離秩序に敏感な X 線回折は合金の平
均構造を捉えるため、不規則合金は面心立方格子や体心立方構造などの単純な回折パターンを与えます。一方、吸収
原子周りの数 Å の局所構造に敏感な X 線吸収分光測定を用いると、不規則合金であっても異種の金属原子周りで異
なる局所構造が観測されていました。そこで我々はこの相違を説明できる合金構造を求めるために、熱膨張ゼロの合
金として有名な Fe65Ni35インバー合金の X 線回折と X 線吸収分光を測定し、そのデータを逆モンテカルロ（RMC）
法で構造解析して真の合金構造を求めました。
　RMC 法で得られた原子4000個で構成される合金構造からその原子配置を解析すると、Fe-Fe、Fe-Ni、Ni-Ni 原子
の 3 種類の最近接原子間距離を抽出できます。我々はこれらの原子間距離の圧力変化を導出しました。その結果、強
磁性の低圧相では Fe-Fe の原子間距離が Fe-Ni と Ni-Ni と比べて約0.02Å も長いことが分かりました。しかしこの差
は加圧で減少し、約 7 GPa の磁気転移圧力より高圧側の常磁性相では 3 種類の原子間距離はほぼ同じとなります。
以前から熱膨張ゼロのインバー効果は、磁化の自乗に比例して体積膨張する磁気体積効果が起源と知られていました
が、原子レベルで観測した我々の成果は、磁気体積効果が Fe-Fe 原子対の伸長によって実現することを示してます。 
つまり Fe-Fe 原子対が磁化の増減に応じて伸び縮みすることで熱膨張ゼロのインバー効果が生じると分かりました。 
　 興 味 深 い こ と に 同 様 の
Fe-Fe 原子対の伸長は通常の
熱 膨 張 を 示 す Ni リ ッ チ の
Fe-Ni 合金でも観測されてい
ます。そうなると磁性元素の
Ni の原子対で伸長が見られ
ない理由や、炭素鋼やステン
レス鋼の内部の不規則構造に
も同様な構造が見られるか？
が注目されます。本研究が示
すように不規則合金の構造は
同じ単位胞が連続した平均構
造ではその記述が不十分で、
構成原子の個性が反映された
ナノスケールの原子の配置・
ネットワークが重要です。不
規則合金の真の原子配置を求
めること、そこから材料特性
を理解すること、これらの観
点で研究を進行中です。
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（左図）X線回折とX線吸収分光のデータを逆モンテカルロ (RMC) 法で構造解析して合金構造を導出
（右図）Fe65Ni35インバー合金の原子間距離の圧力変化
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新入生の皆さんへ

理学を志したみなさんへ

理学部長　黒　岩　芳　弘

　春光うららかな好季節に、理学部へ
入学された皆さんへ、理学部を代表し
て、お祝いを申し上げます。高等学校
に進学したときには思い描いてもいな
かったコロナ禍という不自由な生活環
境の中、大学入学試験という関門をの

りこえて今この場所にいる皆さんは、成功に向かって努力
するすばらしい才能をもっています。
　理学という学問分野では、我々は、自然のしくみを明ら
かにし、得られた知識で生活や社会の進歩に貢献すること
を目指します。誰も知らなかったことを自分が最初に理解
したいという好奇心が我々の土台を支えています。社会の
発展のためには、このような知的好奇心や物事を基礎から
考える力が必要です。皆さんには、大学では理学という学
問分野に感動しながら、日常生活では思い出に残る体験を
しながら、有意義な大学生活を送られることを望みます。
　理学部では、卒業と同時に学生生活も終え、社会人とな
る学生諸君の割合は少ないです。多い学科では 8 割の学生
諸君が卒業後に引き続き大学院に進学します。皆さんはま
だ大学に入学して間もない時期ですが、高等学校入学時に
大学進学を考えていたように、まだ早いと思わず、大学院
に進学して研究者や高度技術者等になるという選択肢も考
えながら学生生活をスタートさせてください。
　理学部は、現時点では静音な環境にあります。しかし、
しばらくすると激変します。国立大学法人等施設整備事業
計画に理学系の総合研究棟改修計画が採択されました。A
棟から改修工事が始まります。理学部の建物は、一部を除
き、1991年、すなわち平成 3 年に広島市内から東広島市統
合移転地に移転を完了して以来、大規模な改修が行われず
に今日に至っています。おおよそ、築30年といったところ
です。改修工事中は、皆さんには困難を強いることとなり
ますが、今後の理学部の研究棟のあり方を決める大改修で
すので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。最短 6 年
にわたる大改修ですが、きれいで使いやすくなる研究室で
研究できる未来に期待していてください。
　大学は単に専門分野の知識だけを詰め込むところではあ
りません。生活の中で、クラブ活動やアルバイトなど、い
ろんなことを経験してください。一人でいることはよくあ
りません。毎日元気に大学に出てきてください。卒業時に、
理学を学んでよかったと思っていただくこと、皆さんの
理学の力に大いに期待して、お祝いの言葉にしたいと
思います。

まだ見ぬ数学の景色を

数学科長　古宇田　悠　哉

　新入生の皆さん、ご入学おめでと
うございます。一昨年から続くコロ
ナ禍の影響により、多方面で我慢や
苦労を強いられてきたことと思いま
すが、こうして無事入学の日を迎え
られたことを心よりお祝いいたしま

す。大学では、これまでの学校では考えられない自由
が与えられますので、様々な交流や、新しいチャレン
ジに存分に時間を費やすことができます。昨今の世情
により、しばらくはある程度の我慢が必要かも知れま
せんが、どうか自由を謳歌して、学生生活を満喫され
ることを願っています。
　さて、数学科に入学された皆さんの大学生活の中心
は何といっても数学の勉強です。この「勉強」という
言葉について、少しお話ししたいと思います。大学に
合格された皆さんは、限られた時間の中で良い点数を
取るため必死に勉強してきたことと思います。所有時
間に強い制約が課せられた状況で最大のパフォーマン
スを発揮することを求められたときには、「要領の良
さ」が必要で、試験に合格された皆さんは、この能力
を十分に有しているのだと思います。一方で、要領良
く振る舞うということには、直面している問題に深く
立ち入らずに無難にこなす、という側面があります。
これからの数学の勉強には、このような姿勢は不要で
す。これから皆さんに与えられる環境は、時間に追わ
れ、一つの物差しではかられる 1 点を競っていた頃と
は違います。せっかく数学科に入学したのですから、
要領良くこなすことは考えず、時間を存分に使って数
学の世界に浸っていただきたいと思います。勉強の中
心は、問題を解けるようになることというより、新た
な言語を理解し、世界観を広げていく作業になります。
手に入れた世界観は、きっと他人に伝えたくなります。
それが科学の基本姿勢ですので、是非仲間と知恵を共
有し、大いに議論を交わして下さい。皆さんがこれか
ら学ぶ学問も、先人たちがそのようにして伝承してき
たものです。しっかり取り組めば、卒業する際には、
今の皆さんが想像だにしていなかったような景色が見
えることを約束します。一朝一夕では手に入らないこ
の世界観は、皆さんがどのような道に進むにせよ、皆
さんの血肉になり、特性となって未来を支えてくれる
力になります。数学科には、（数学関係の本だけで埋
め尽くされている）図書館をはじめ、じっくり勉強す
るための環境が整っています。皆さんの成長を近くで
見守りながら、教職員一同でサポートしていきます。
どうぞよろしくお願いします。
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物理学科新入生の皆さんへ

物理学科長　松　村　　　武

　ご入学おめでとうございます。皆
さんが進学先として理学部物理学科
を選択し、物理学を学ぶ新しい仲間
たちをここに迎えることができたこ
とを心よりうれしく思います。
　思えば皆さんにとっての大学進学

は、英語民間試験導入にまつわるゴタゴタや、新共通
テストの導入、それに加えて新型コロナウィルスとそ
の対策にも翻弄された、大変な時期を乗り越えてのも
のでした。ここに敬意を表します。揺れ動く制度やルー
ルへの対応には気を遣います。それと対照的に、皆さ
んがこれから向き合っていく学問は、人が作る制度や
ルールを超越した、普遍的なものです。実験し、観測
し、数式を使って現象を解き明かす物理学のスタイル
は、時代を超えて不変です。皆さんも高校での物理で
その一端に触れているでしょう。物理学に限らず、そ
ういうものに向き合うことの価値を昨今の時代背景の
中で私は強く感じるようになってきました。物事を正
しく理解することを目指し，そこに喜びを感じるこの
集団の中にまた多くの新メンバーが加わったことは大
変に喜ばしいことです。いや自分はまだそれほどでも
ないという人も、ここで多くの教員や仲間たちと触れ
あい、互いに影響しあって、感化されて下さい。物理
学は昔からずっと世界共通言語です。この文化は社会
の安定と平和にも貢献する価値あるものです。
　大学は皆さんがこれまで以上に自立していく場でも
あります。最初から皆さんを一人の独立した大人とし
て扱います。ホームルームなどというものもありませ
ん。授業の選択にもある程度の自由があります。勉強
しなくても特に何も言われません。自分が何をするの
かは自分で決めるのです。我々教員はそれを尊重して、
そっと見守りたいと思います。ただ、何か困ったこと
があったら、決して一人で抱え込まないで、学生支援
室でもチューターでも、あるいは授業で接する教員で
も、気軽に相談して下さい。
　毎年の学科長がここに書く文章で共通するのが、上
記の自立のことと、物理学は積み上げが重要だという
ことです。1, 2 年生のうちは力学、電磁気学、数学な
ど、高校の延長のような感のある科目が続きますが、
これらには後に量子力学をはじめとする本格的な内容
を学んでいくために必要な概念や手法が随所にちりば
められており、決しておろそかにできないものです。
しっかり学習してこそ、山頂からの素晴らしい眺望が
得られます。我々教員はその手助けをしながら、一緒
に山を登っていきたいと思います。

化学の歴史の一員になろう！

化学科長　井　口　佳　哉

　新入生のみなさん、ご入学おめで
とうございます。広島大学理学部化
学科へようこそ。最初に、コロナ禍、
大学共通テストの紆余曲折など、
様々な困難を乗り越えて入学を勝ち
取ったみなさんに敬意を表したいと

思います。この文章を書いている段階で、新型コロナ
ウィルスに収束の兆しは見えず、先行きが非常に不透
明な状況で、大きな希望と同時に不安も抱えてのご入
学とお察しします。でもきっと大丈夫、みなさんのご
入学を心待ちにしていた理学部化学科の先生方は、こ
の 2 年間、コロナ禍の中でも最大限の教育・研究環境
を整えることに注力してきました。そのため、これか
らどんな状況になっても、きっとみなさんに充実した
化学科での大学生活を過ごしてもらえることと信じて
います。
　みなさんはこれまで化学をどの様に学んでこられた
でしょうか。なぜその化学現象が起こるのか、どうし
てその様な化学反応が進行するのか、これまではその
理由をとても単純化して理解して（記憶して？）きた
のではないでしょうか。これまで触れてきた教科書の
中の化学は、原因と結果の因果関係が明確に示されて
おり、それ以外の可能性に触れることはほとんどな
かったと思います。化学の基礎知識を身につけるため
には仕方のないことかもしれませんが、実際の化学は
それほど単純ではありません。ある現象に対して先人
の化学者が様々な可能性を追求し、膨大な検証の結果
ある真理にたどり着いて、その最後の「おいしい所」
だけを教科書は取り上げています。理学部化学科で学
ぶ化学は、「なぜ」「どうして」を大切にする学問です。
そして、様々な現象の本質を理解したい、という知的
欲求が私たちの研究・教育の原動力になっています。
学問の発展を表す言葉として「巨人の肩の上に立つ」
というものがありますが、現代の化学は、知的欲求に
突き動かされたたくさんの化学者の努力の上に成り
立っていることを知ってほしいと思います。そして、
皆さんには理学部化学科において、巨人の肩の上に立
ち、後世の巨人となる、そんな化学の歴史の一員になっ
てほしいと願っています。これから 4 年間、一緒に頑
張っていきましょう！
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生物科学科の新入生のみなさんへ

生物科学科長　草　場　　　信

　理学部生物科学科に入学されたみ
なさん、おめでとうございます。生
物科学科教員一同、心からお祝い申
し上げます。
　皆さんは例年とは異なる緊張を強
いられる中、広島大学に入学される

ことになりましたが、大学生活には大いなる希望を
持っていることと思います。予断は許しませんが、大
学の講義等も一時ほどのオンライン授業の多用もなく
進められるのではないか期待しています。
　大学での生活は、高校とは違うことが多く、人によっ
ては戸惑うこともあるかもしれません。まず、高校と
大学では学習のあり方が大きく違います。大学では、
自分で学ぼうとする講義を決め、履修することになり
ます。もちろん必修科目も少なくありませんが、高校
時代に比べて格段に自由度が大きくなります。どのよ
うな科目を学習し、どのような知識を身に付けて行く
か、幅広い興味を持って取り組んでもらいたいと思い
ます。日々の生活もまた大きく異なってきます。初め
て家族から離れて生活を始める方も多いと思います
し、サークル活動やアルバイトを始める方もいるで
しょう。こういった経験は社会人になるにあたって役
立つものと思いますが、時々、自身のコントロールが
できず、生活や学習のリズムを失ってしまう学生を見
かけます。自由度が大きくなるということは、自分で
生活を律する必要も増すことを意味します。是非、意
識しておいてほしいことです。広島大学にはチュー
ター制度があり、生物科学科では10名に教員一人程度
で担当します。もし、学習・生活面で疑問や問題を感
じたら、まずは気軽にチューターの先生に相談してみ
てください。
　生物科学科は、集団・個体から細胞・分子まで様々
なレベルで生物学の教育・研究に対応できるスタッフ
と施設を備えています。是非、それを活用して有意義
な 4 年間を過ごしてほしいと思います。まずは、 3 年
生までの間にしっかりと生物学の知識と実験技術、考
え方を身につけてください。 3 年生の後半になると皆
さんは研究室で、初めて「研究」に出会うことになり
ます。これまでの「学習」とは違い、研究では、答え
のない問題に向き合うことになります。是非、オリジ
ナリティーを発揮して、自分で考え、見つけることの
面白さを味わってください。研究室は世界で誰も知ら
ないことを発見できるかもしれない魅力的な場所で
す。皆さんの今後の活躍を期待しています。

地球惑星システム学科の新入生の皆さんへ

地球惑星システム学科長　安　東　淳　一

　新入生の皆さん、入学おめでとう
ございます。この大変な時期に、高
校生活の大半を過ごし、そして受験
を乗り越えて、広島大学に入学され
てきた皆さんに対して心から敬意を
表します。これからも当分の間は、

慎重な姿勢で大学生活を全うしてゆく必要があります
が、これまでの経験を基にすれば、十分に問題なくピ
カピカに光る生活が待っています。前向きな心で、毎
日を生活してゆきましょう。地球惑星システム学科の
教員全員は、皆さんの学生生活をサポートします。
　さて、過去のパンデミックに関しては、コレラやス
ペインかぜがあったことは教科書で知っています。し
かし今回はじめてパンデミックがどの様なものなのか
を身をもって知り、そして人間社会は今、科学をもっ
てどのように対処するべきなのかを学んでいます。地
球科学も同様なこと、すなわち教科書では知っている
けど、それが実際にどの様なものか詳細を知らない、
科学的な記録が残っていない事が非常に多くありま
す。繰り返し発生する南海トラフ地震、大陸移動、大
量絶滅、隕石衝突、生命の起源などです。また今年に
なって発生したトンガの噴火に伴う津波の発生メカニ
ズムはこれまで知られていませんでした。現在続いて
いる能登半島の急速な隆起もその原因は全く解明でき
ていません。なぜ地球科学では詳細が理解できていな
い現象が沢山あるのでしょうか。それは地球科学の現
象が、人の理解が困難な空間スケール数1000 Km か
ら数 nm( ナノメーター )、時間スケール数10億年から
数 ns（ナノ秒）という様々な規模で発生しているか
らです。地球を理解することは難しい！しかし科学は
今、大量なデータを処理することが出来るようになり、
そして観測機器や分析装置が十分に高精度化され、そ
して益々新しい機器が開発される素晴らしい状況にあ
ります。またそのデータを基にして、野外調査も精鋭
化しています。今後多くの新しい発見がなされ、理解
することが困難であった現象も次第にその詳細が明ら
かとなってゆくでしょう。そして地震災害や火山災害
に対する防災、あるいは環境問題に対しても、とても
大きな貢献できるようになると思います。このような
地球科学の発展状況下で、地球科学の勉強を開始でき
る皆さんをうらやましく思います。
　新入生のみなさん、是非、地球科学を好きになって
ください。素晴らしい学問です。地球科学を学ぶこと
で将来、社会に貢献できる人材になれますし、そうな
ることを期待しています。
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先輩からのメッセージ

数学科へようこそ！

数学科　大　野　弘　貴

　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。長い受
験生生活を乗り越え、これから始まるキャンパスライフ
への期待に胸をふくらませていることと思います。一方
で、COVID-19がいまだに日常生活へ大きな影響を与え続
ける中で、大学生活に対して漠然とした不安を抱えてい
る方も少なくないのではないでしょうか。そのような皆
様に向けて、私から少しばかり、大学生活を送るうえで
のアドバイスをお伝えできればと思います。
　まず生活面について。これからは高校生のときに比べ
て自分で自由に使える時間が圧倒的に増えるため、ボラ
ンティア活動やサークル活動、アルバイトなど色々なこ
とに挑戦できます。たくさんある時間を浪費してしまう
ことのないように、なにか行動するときには目標・目的
をもってください。そうすることで、かけがえのない経
験をしたり、たくさんの友人を作ったりすることができ
ます。また、広島大学周辺は春と秋がほとんどなく、冬
はとても寒くなります。この気温の変化に慣れていない
と（特に入学当初は）、「西条風邪」と学生の間で呼ばれ
ている、一度かかると治りにくい風邪にかかりやすくも
なります。ぜひ規則正しい生活を心がけ、体調を崩すこ
とのないようにしてほしいと思います。
　続いて学習面について。大きな前提として知っておい
ていただきたいのは、高校数学と大学数学はまったく違
うということです。大学の講義は、分厚い教科書の中か
ら重要なことを抜き出して解説するという形が多いで
す。講義を聞いただけで全てを理解することは難しいの
で、最低限、毎回の復習は欠かさず行ってくださいね。
また、講義に併せて「演習」という授業もあります。講
義で習ったことをもとに問題を解き、発表するというも
のです。ぜひほかの人の解き方なども参考にしながら、
理解を深めていただきたいと思います。数学という学問
についていくためには、学友たちと大いに議論し、長い

時間をかけて問題と向き合うことが必要であるというこ
ともお伝えしておきます。
　最後になりますが、自由な時間も謳歌しつつ、「大学で
何を学びたいのか」を常に忘れることなくやるべきこと
にもしっかりと取り組んでください。もし何かわからな
いことがあったら、チューターの先生方や先輩たちに聞
いてくださいね。皆様の大学生活が充実したものとなる
ことを心から祈っています。

物理学の愉しみ

物理学科　板　谷　さくら

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。そし
て大学入試お疲れさまでした。この春から大学生になる
みなさんは、新しい生活をとても楽しみにされているこ
とと思います。
　さて、皆さんは高校までと大学からで大きく異なるこ
とは何だと思いますか。いろいろな考えがあるかもしれ
ませんね。私は、大学からは「自分で選択する」ことが
今までより圧倒的に増えたと思います。大学では時間割
を自分で組むことができ、ひとり暮らしを始めた人は生
活スタイルも自分で決めていくことでしょう。私から皆
さんにお伝えしたいのは、選択を間違えないようにする
ことではなく、「後悔のない選択をしてください」という
ことです。では、後悔のない選択をするにはどうすれば
良いでしょう。それには「将来のビジョンを持っておく」
ことが重要になります。目標も無しにがむしゃらに頑張
るなんて、そう長続きはしません。将来どうなりたいの
か・なぜ物理学科に進学したのかを明確にし、逆算して
今何をすべきかを決めましょう。
　理学部は自然の真理を追究する学部です。特に物理学
は、数式を用いて自然現象を理解しようとする学問で、
大学ではそのための方法を学びます。ここでなるべく多
くの方法を学んでおいた方が、研究活動をするときに役
に立つ ( これは当然ですね ) だけでなく、理解や愉しさが
何倍にもなってかえってきます。せっかく 4 年以上向き
合う学問だったら愉しい方がいいじゃないですか。また、
授業で習った範囲内にとどまっておくのは非常にもった
いないです。習ってないから知らないではなく、興味の
ある内容 ( 私の場合は、どうして原子核はクーロン反発
でバラバラにならないの ? から始まりました ) は自主的
に学んでみると良いかもしれません。
　皆さんの物理学科としての生活は今始まったばかりで
す。先ほど「 4 年以上」と書きましたが、 4 年間はあっ
という間に過ぎてしまいます。マクロな日常生活では時
間は不可逆的に進む ( 気になる人は調べてみてください )
ので、全く同じ条件で選択前の自分に戻ることは残念な
がらできないのです。ですから、常に考えながら選択を
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することが重要になります。悩んだときには友達や
チューターの先生に相談してみると新しい見方や考え方
が得られるかもしれません。最後になりましたが、皆さ
んが後悔のない素敵な大学生活を送られることを心から
応援しています。

新入生のみなさんへ

化学科　狩　野　紅　葉

　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。いまだ
にコロナウイルスが猛威を振るっている中ですが、受験
を乗り越えた皆様は新生活への期待や不安を抱いている
と思います。そのような皆様へ大学生活についての情報
を提供させていただきます。
　まず、化学科の大まかな四年間についてです。学部 1
年生では化学科の授業、いわゆる専門教科の割合は少な
く、教養科目のそれが多いです。学部 2 年生では 1 年で
教養科目を取り終えるため専門教科が主となります。学
部 3 年生からは平日の昼からを使用して学生実験があり
ます。そして、学部 4 年生ではいよいよ研究室に配属さ
れて研究の日々を送ることになります。
　これを踏まえて、私の体験を含めて解説させていただ
きます。まず、特筆すべきことは学生実験の存在です。
この実験で扱う題材とレポートは非常に内容が濃密で
す。そのため、 3 年生から劇的に実験の予習・レポート
の作成により忙しくなります。したがって、クラブ・部
活に精を出したり遊んだりできるのは 1 年と 2 年が主で
す。新入生の皆様には時間と気力が余るうちに精一杯遊
ぶことをお勧めします。本当に 3 年は忙しかったです。
　研究室配属は 3 年生で各研究室の紹介を行う授業を受
けて決めるのもいいですが、サークル・部活の先輩から
聞いておくのもお勧めします。
　最後に、大学生活において意識した方が良いことを記
させていただきます。大学 4 年間はとても長いようで一
瞬で過ぎていきます。ぜひ、皆様には様々なことに挑戦
することをお勧めします。新しいことを趣味にするだけ

でなく、勉強もいろんなことをとりあえずしてみてくだ
さい。特に、化学科は物理・生物の両方が関わってくる
ことがあります。高校の時、生物選択で物理を大学で初
めて学ぶ人も、物理選択で生物を初めて学ぶ人も諦めな
いでください。専門科目をしっかりとやり遂げて研究室
選択の選択肢も広く持てるといいです。
　同じ学科の仲間たちと助け合い、一緒に遊んで充実し
た 4 年間をぜひ過ごしてください。

新入生の皆様へ

生物科学科　國　重　成　恵

　新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。受験生
として訪れた広島大学に、大学生として再び戻ってきた
感想はいかがでしょうか。新しい環境や人達に囲まれて
大学生活を楽しみに思う一方で、親元を離れての生活に
不安を感じている方も多いのではないでしょうか。課題
や試験など大変なこともありますが、大学生活で得られ
た新しい発見や体験は大きな財産になります。
　理学部には 5 つの学科があり、それぞれの学科を略し
て読んでいます。数学科は「すうか」、物理学科は「ぶっ
か」、化学科は「ケミか」、生物科学科は「せいか」、地球
惑星システム学科は「ちくわ」です。（なぜ「ちくわ」か
はよく知りません。笑）一年目は主に教養科目を学びます。
ほかの学部と合同の授業もあるので、幅広い学生と交流
できます。総合科学部と理学部を行き来する生活になる
ので、校内移動には自転車がおすすめです。空いた時間
に広いキャンパス構内を探検してみるのも面白いかもし
れません。二年目は教養科目に加えて専門科目を学ぶよ
うになります。より専門的な内容の授業が多くなり、受
講する授業を自分で決めて時間割を組み立てます。私は
植物派よりも動物派でしたが、この時選択した植物の授
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業が非常に面白く記憶に残っています。ぜひ興味のある
内容だけでなく、広い分野に目を向けて学んでみてくだ
さい。三年目も専門科目を学びますが、生科の学生は後
期からは研究室に配属されます。実験テーマを与えられ、
一人の研究者として所属します。気になる研究室があれ
ばぜひ訪問してみてください。教授も学生も歓迎してく
れますよ ^^。また昨年、一昨年は新型コロナウイルスの
影響により行動を制限されることがありました。今年も
大変な時期が来るかもしれません。困ったときや不安に
感じた時は一人で抱え込まず、同級生、先輩、チューター
やカウンセラーの先生などに相談してください。
　最後に私から皆さんにアドバイスです。ぜひ図書館を
利用して、授業で紹介された参考資料や興味を持った分
野の専門書を読んでみてください。関心のある内容は勿
論、意図せず本から得られた情報が新しい視点や考える
力を与え、理解を深めてくれます。
　勉強することはもちろん大事ですが、飲み会や旅行な
ど遊ぶことも大学生ならではの楽しみだと思います。休
業期間などを有効に使って、これからの 4 年間を有意義
に過ごしてください。素敵なキャンパスライフになるこ
とを願っています。

簡単に紹介していこうと思います。
　まず、この地球惑星システム学科は一学年約25人とい
う大学内でも最少クラスの人数で構成されています。そ
のため学科内の生徒同士で交流する機会が多く全体の仲
が良いといった印象を受けます。また、新入生の皆さん
の中には高校時代に地学を履修していなかったために大
学の授業についていけるのか不安だなと感じている人も
いるとは思いますが、何も心配はいりません。実際に私
の学年は地学を学んでいた人は 3 人ほどしかいませんで
したし、一年生の頃の授業は外国語などの教養科目や入
門的な専門科目が中心であるため初学者でもゆっくりと
知識を増やしていけます。
　さて、我々地球惑星システム学科には1, 2 学年の夏休
みに巡検という野外学習があります。私たちが二年生の
時はパンデミックのために実施はされませんでしたが、
一年生のころは 3 泊 4 日で兵庫⇒愛媛と移動しながら鉱
山の博物館の見学、玄武洞や三波川変成帯の地質構造の
観察などを行いました。もちろん移動量も多いため大変
ではありましたが皆で話しながらで遠足のような楽しさ
がありました。
　そして、三年生に上がるころには四年生に進級するた
めの進級論文を製作します。これに伴い私たちは春休み
から 7 月ごろにかけて実際に山に行って本格的な地質調
査を行います。調査中は道なき道を進み急な坂を登るこ
とにはなりますが、高所からの眺めはとてもきれいで調
査後の達成感もものすごいので皆さんの大学生活の大き
な思い出になるのではないでしょうか。
　その後進級論文を書き終えると、三年生の 4 タームか
らは基本的に授業といったものがないため、この期間を
利用して短期の留学や気になっている研究室に仮配属と
いう形で参加することもできます。そして四年生の研究
室の本配属を経て卒業論文作成に向けた本格的な研究に
取り組んでいきます。
　これらが我々地球惑星システム学科の大まかな説明に
なります。稚拙な文章ではありましたが最後まで読んで
いただいてありがとうございました。皆さんが希望にあ
ふれた充実した大学生活を楽しんでもらえるように心か
ら願っています。雪の日の昼休憩の様子　（筆者左）

進級論文のための調査（真ん中が筆者）

新入生の皆さんへ

地球惑星システム学科　宗　近　俊　祐

　新入生の皆さん。大変な大学入試、そして広島大学理
学部へのご入学おめでとうございます。受験期を乗り越
え大学生活への期待に胸を膨らませていることであろう
皆さんと共に同じ理学部で学んでいけることをとても喜
ばしく感じます。ここでは、先輩からのメッセージとい
うことで、私が所属する地球惑星システム学科について
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大学院生からのコメント

私の大学生活

数学プログラム（数学科卒業）
城　村　　　敦

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます !!
　ここでは私が博士課程前期に進学した経緯やこれか
らの意気込みを述べます。私は入学時に大学で数学を
学ぶからには片っ端から網羅してやろうと思い、積極
的に様々な授業を履修しました。そんな私の自信とは
裏腹に、大学で学ぶ数学は高校までのものと違い複雑
で完璧に理解できるものばかりではありませんでし
た。また私以上に数学が出来る人達との能力の差も幾
度となく痛感しました。しかし理解するまでの努力や、
勉強して得られた知識や理解は、誰のものでもない自
分だけの財産であり自信になります。そうして数学を
学ぶ内に、博士課程前期に進学してより深く数学の研
究がしたいと思い、大学院進学を決意しました。大学
院に進学後は研究室や自主ゼミ活動で専門的に数学を
学んでいます。私は 5 年間多くのことを学びましたが、
それらの経験は数学科（数学プログラム）に来たから
こそ得られたものであり、私だけの非常に充実したも
のです。ちなみに添付の写真は Hi- サイエンティスト
養成プログラムの一環で、台湾の大学にポスター発表
をする為に行った際ものです。台湾の学生のレベルの
高い研究発表を間近で見ることができ、私に足りない
ところや目指すべき水準を、身をもって知ることが出
来ました。

夕食で台湾ビールを飲んでご機嫌の城村

　私は 5 年間で色々なことを学んできました。それら
の学んできたことを生かし、研究して修士論文を書き
切ることが残りの 1 年間の意気込みです。私は就職を
するので、集中的に数学に向き合える時間には限りが
あります。また数学を一緒に学ぶ友人たちがいる、多
くの専門書が充実している、数学のプロの指導教員が
いる環境は今後得難いものです。そのような時間と環
境があるうちに、難しい分野にも取り組み、私だから
こその題材を見つけて、修士論文を書き上げたいと考
えています。そして数学をやってきた経験や思考力に
自信を持って、社会で活躍できる人材になって修了し
たいです。
　蛇足ですが、「数理資本主義の時代 ～数学パワーが
世界を変える～」を検索すると、今後数学を学ぶこと
への自信がなくなった時の励みになるかもしれませ
ん。また私は代数学分野の専攻で、IT 系の企業や製
造系の企業からの内々定を得ることが出来ました。大
学で研究に熱心に取り組んだ経験や成果は、専攻によ
らず武器になります。
　これからの皆様の更なるご活躍をお祈り申し上げま
す。

宇宙の研究とこれからの目標

物理学プログラム（物理学科卒業）
星　岡　駿　志

　新入生のみなさま、入学おめでとうございます。私
は物理学科を卒業して、現在先進理工系科学研究科物
理学プログラムに所属しています。私からは大学院に
進学した理由とこれからの意気込みを述べさせていた
だきます。
　私は子供の頃から宇宙に興味があり、宇宙について
もっと知りたい、宇宙の研究がしたいという想いで広
島大学の物理学科に入学しました。物理学を勉強する
こと自体も非常に楽しかったのですが、やはり想いは
変わらず、研究室配属の際、今も所属している「高エ
ネルギー宇宙・可視赤外線天文学研究室」を志望しま
した。実際に研究を行ってみて、宇宙の謎を解き明か
す一端を自分が担っていることに感動しました。また
研究自体も楽しかったので、この研究室で研究を続け
たいと感じ、広島大学の大学院に進学しました。そし
て現在、素敵な同級生や先輩・後輩に恵まれ、毎日楽
しく研究活動を行なっています。
　私は大学院の修士課程を修了した後も、博士課程に
進学し研究を続けていくつもりです。そしてこれから、
研究に関してさらにたくさんのことに取り組んでいき
たいと思っています。そのために、今までよりももっ
と時間を有効に使うことが必要になると感じていま



― 8― ― 9―

す。やりたい研究を全てやって、読みたい論文を全て
読めるように、頑張っていきたいです。就職ではなく
進学の決断を尊重してくれた両親やサポートして下さ
る先生方への感謝の気持ちを忘れず、楽しく健康に研
究を行なっていきたいと思います。
　最後に、僭越ながら大学生活を送る上で私が重要だ
と思ったことを書かせていただくと、少しでも興味の
あることに対して挑戦してみることです。挑戦という
と重く感じてしまうかもしれませんが、例えば、講義
でちょっと面白そうって思ったことを調べてみたり、
楽しそうだと思うサークルに入ってみたり、やってみ
たいアルバイトをしてみたり、仲良くなりたい人に話
しかけてみたりなど、小さなことで十分だと思います。
大学は失敗ができる環境なので、たくさん挑戦してみ
てください。大学生活は本当に楽しいですよ。

世良高原での筆者

新入生のみなさんへ

基礎化学プログラム（化学科卒業）　町　田　　　栞

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。
大学生活のスタートラインに立ち、これから新たな扉
を叩いて様々なこと学ばれることになります。そんな
みなさんに私の体験談を踏まえながらアドバイスを伝
えたいと思います。
　私は広島に引っ越してきて一人暮らしを始めてから
自分で“選択すること”が増えました。（もちろん自
分で洗濯することも増えましたが）冗談はさておき「人
生は選択の連続である」とは、かの有名なシェイクス
ピアの名言です。今日は何時に起きて何食べようかな
というの日々の小さな選択から広島大学に入学すると
決めた大きな選択まで人は決断を繰り返し、今その決
断が未来の自分を作っています。大学生活は今までと
比べてはるかに自由になります。その生活が有意義に
なるかどうかは自分がどの行動を選択するかにかかっ
てきます。ぜひ皆さんには自ら選択・行動して様々な

経験を積んでほしいと思います。
　私が大学生活で特にして良かったと思っている選択
は 2 つあります。一つ目は100人規模の大きなソフト
テニスサークルに入るという選択です。私は離島出身
で今まで何をするにも少人数でぬくぬくと生きてきま
した。なので大人数でわいわいテニスをしている姿に
とても魅力を感じ入ることを決めました。サークルに
は100人もいるのでその数だけ違ったバックグラウン
ドを持つ人々が集まっています。様々な価値観をもつ
人たちとテニスをしたり大学生活を共にすることでた
くさんのことを経験し、自分の大学生活が本当に豊か
なものになったと思っています。
　二つ目が、大学院に進学するという選択です。進学
の理由はシンプルに研究が楽しいからです。私は物理
化学の研究室に属していますが学部時代に学んだ有機
化学のことを使ったり新しいことを勉強したりと様々
な知識を駆使して研究をしています。その中で新たな
気づきを得たり、世界で自分しか知らない現象を目に
しているということに日々ワクワクしています。化学
科では大半の人が院進学をしますが、あと 2 年も学生
をさせてもらうのだからなんとなく過ごすのではなく
後悔しないように「大学院の同級生の中で一番業績を
上げる」ことを目標にしてこれからも研究に励んでい
こうと思っています。
　コロナ禍でまだまだたくさんの制限があるので思い
描いたキャンパスライフを送ることは少し難しいかも
しれませんが、皆さんが最善の選択をし、充実した大
学生活を送れることを心より願っています。

右下が筆者

世羅高原での著者
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「先生！僕、勉強嫌いです！」

生命医科学プログラム（生物科学科卒業）
　平　賀　裕　邦

　学校の授業後、友人が先生に「なんでこれ勉強しな
いといけないんですか？」と質問したときは、人任せ
に「よくぞ言ってくれた！」なんて当時は思っていた。
昔の私は授業で習ったことをなぜ“覚える”のか、勉
強の目的のあたるものを明確に理解している人間では
なかった。少なくとも小中高の12年間は「テストに出
るから」という浅い心持ちの人間だった。今の自分な
ら、定期試験や受験など学習した内容の確認テストに
すぎないこれらは、勉強の本質的な目的ではないと分
かる。
　私が現在専攻している生物学は理科の中でも特に暗
記が多い科目で、要は勉強して覚えてなんぼの科目だ
と感じる人も多い。しかし、ここで少し見方を変えて
みよう。まず気づいてほしいのは、その教科書に載っ
ている内容は「長い人類の歴史の中で、世界中の数多
の研究者がこれまでに発見してきたことの集合知」で
あることだ。研究者の仕事は、その遺産を自らの手を
もって“学び”、まだ世界の誰も知らない事象を発見・
検証・報告することである。それは人類の知の最先端
に立つ仕事だ。次に気づいてほしいのは、知られてい
ないことを知るには先人の研究を学ぶ必要があるとい
うことだ。これは勉強しなければならない。しかし、
これはむしろ楽しいと思えるはずだ。なぜか。
　さて、あなたは受験にあたって大学・学部学科を選
んだ記憶がまだ新しいはずだ。このときどんなことを
思ってそこを選んだのか思い出してほしい。少なくと

実験中の筆者

も“あなたが興味のあること”が最も強い基準になっ
ていたはずだ。「あんなことをしたい」という興味か
らくる原動力で大学を選び、受験勉強を頑張った人は
多いだろう。興味のあることを学びたいから大学に来
たはずだ。
　「研究は楽しくなくては研究ではない」
　本人の興味という原動力があるからこそ、研究は止
まることのない人のもつ知的探究心の表れだと私は思
う。そんな研究成果を世界で最初に報告するという興
奮は研究者にならないと分からないだろう。あなたの
興味に関する先人の遺産を学びその答えがないと知っ
たならば、ぜひ先陣を切ってその研究者になることを
視野に入れるべきだ。研究者になるために大学・大学
院では、教員の指導の元で先人の研究を学び、自分の
興味のある不思議を明らかにする術を学ぶ。あなたは
今後ある意味普通の人生を送ると決めることもできる
が、あなたが魅力的に感じるその疑問について研究す
るためにこの道を選ぶならば、私は全力で応援したい。

目標の「山頂」を目指して

地球惑星システム学プログラム （地球惑星システム学科卒業）
　山　口　和　貴

　自分は中学生の時から地震や火山などに興味があり
ました。そのため、大学で地球に関することを学びた
いと思い広島大学の地球惑星システム学科に入学しま
した。色々な専門的な講義を受講して、地球に関する
ことの中でも特に地球内部に興味を持つようになりま
した。学部 4 年生の研究室配属では、地球内部に関す
る研究を行っている研究室に入りました。研究を重ね
るにつれて、地球内部に関する興味が深まっていき、
もっと多くのことを知りたいと思うようになりまし
た。よって、所属のプログラムに進学した理由は、地
球内部に関する興味が深まっていき、もっと多くのこ
とを知りたいと思うようになったからです。
　自分は将来、研究者になりたいと思っています。自
分はドクターコースに進学する予定ですので、大学院
の生活は残り 4 年です。 4 年という時間はとても短い
ですが、毎日の時間を大切にして研究を行っていきた
いと考えています。そして残り 4 年間で、研究者にな
るために必要な要素を身につけたいと考えています。
自分が考える研究者になるために必要な要素は、研究
を行うのに必要な知識、プレゼンテーション力、研究
テーマを自分で考える力、科研費を獲得する力です。
研究を行うのに必要な知識は、専門書を読んだり、学
会に積極的に参加するなどして身につけたいと思いま
す。プレゼンテーション力は、学会や研究室のセミナー
で積極的に発表することや、プレゼンテーションにつ
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地球内部の高い圧力を再現できる装置です

いて書かれた本を読むなどして身に付けていきたいと
思います。研究テーマを自分で考える力は、自分の専
門分野に限らない幅広い知識を身に付けることによっ
て、伸ばすことができると考えています。そのため、
自分の専門分野以外の論文も数多く読んでいきたいと
思います。科研費を獲得する力は、申請書をわかりや
すく書くことのできる力であると思います。そのため、
申請書を書く機会を積極的に活用して、自分の研究内
容やその重要性を明快に伝える練習をしていきたいと
思います。これらの要素は簡単に身に付けることはで
きませんが、日々の努力でいつか必ず身に付けること
ができると思っています。目標の「山頂」を目指して、
頑張っていきたいと思います。

数理生命科学プログラムへ進学

数理生命科学プログラム（化学科卒業）
田　中　慶　太

　新入生の皆さん、理学部にご入学おめでとうござい
ます。これからの新生活に期待で胸がいっぱいだと思
います。しかし、コロナウイルスによってやりたい事
ができなかったり、友達と会えなかったりと思ったよ
うなキャンパスライフが描けないかもしれません。新
入生の皆さんには自分が何をしたいのかを考え、積極
的に行動する事で大学生活 4 年間を有意義に過ごして
ほしいと願っています。化学科出身の私が統合生命科
学研究科に進んだエピソードが少しでも皆さんの活力
につながれば幸いです。
　私が統合生命科学研究科に進むきっかけになったの

は祖父の体調が悪化した西日本豪雨にさかのぼりま
す。大学二年生の 6 月、私の出身地である広島県三原
市本郷町は西日本豪雨により甚大な被害にあい、我が
家も一階の大部分が浸水してしまいました。家を元に
戻すために家族総出で連日、砂と瓦礫を書き出してい
ると、祖父の体調が悪化していき、呼吸すらままなり
ませんでした。病院に連れていき、処方された薬を飲
むとみるみる元気を取り戻しました。この経験から
人々が健康で豊かな生活を送れる社会を支えたいと思
うようになり、ライフサイエンスの研究に興味を持ち
始めました。現在は中枢神経疾患に関するタンパク質
の立体構造を解析する研究を行っています。教授や先
輩の助けを借りて、残り一年で成果を出せるよう日々
研究を進めています。大学卒業後は臨床開発職に従事
し、研究室で学んだ中枢神経疾患の知識を活用して少
しでも早く新薬開発の一翼を担いたいです。
　広島大学に入り大学院まで進学をした中で、大変な
事やつらい事もありましたが、そのたびに周りの友人
や先生方、先輩方に支えられてきたおかげで充実した
大学生活を送ることが出来ました。これから大学生と
して広島大学に入学される方々には、新しい環境に臆
することなく、新しい出会いを大切にして、自分が何
をしていきたいのかをよく考えて過ごしてほしいなと
思っています。

下の列の右から2番目が筆者
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